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悪性リンパ腫の治療後に発症し , 再発後に増悪を認めたサルコ

イドーシスの１例  
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要旨  

症例は 49 歳女性 . 入院 66 ヶ月前にびまん性大細胞型 B 細胞リ

ンパ腫と診断した . その後サルコイドーシスと診断 , 入院 18 ヶ

月前に悪性リンパ腫が再発した . 入院 1 ヶ月前の FDG-PET で両

肺 野 に び ま ん 性 粒 状 影 ,  肺 門 ・ 縦 隔 リ ン パ 節 腫 大 を 認 め ,  骨

髄 生 検 ,  気 管 支 鏡 ,  肝 生 検 を 施 行 し た . 各 々 の 組 織 の P. 

acnes モノクローナル抗体による免疫染色で類上皮細胞肉芽腫内

に陽性顆粒を認めサルコイドーシスと診断した . 悪性リンパ腫

の再発後にサルコイドーシスの増悪を認めた 1 例を経験したの

で報告する . 
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キーワーズ：びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫  diffuse large 

B-cell lymphoma,  サ ル コ イ ド ー シ ス  Sarcoidosis,  類 上 皮

細 胞 肉 芽 腫  Epithelioid cell granuloma, PAB 抗 体  PAB 

antibody 

 

短縮タイトル  

悪性リンパ腫の再発後に増悪を認めたサルコイドーシス  

  




